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【緒言】 光ナノインプリント法は，基板表面に微細な構造を高スループットに形成可能なことから，様々

な機能性デバイスを作製する手法として期待されている．我々のグループでは，ナノホールアレー構造

材料である高規則性ポーラスアルミナ，あるいは，それを鋳型として作製したネガ型をモールドとして用

いることで，高アスペクト比のナノパターンを大面積で形成可能であり，また，得られた規則構造が反射

防止表面をはじめ様々な機能性表面として応用できることを示してきた[1,2]．これに加えて，陽極酸化プ

ロセスによって形成されたモールドを用いた光ナノインプリントにより，ナノ・マイクロ階層構造の形成も

可能であることを示した[3,4]．本発表では，引き続き，ポーラスアルミナを基盤材料としたナノインプリン

トプロセスにもとづき，ナノ・マイクロ階層表面の形成について検討を行った結果を示す．本プロセスで得

られたナノ・マイクロ階層表面は，超撥水表面や構造接着表面など，様々な応用が期待できる． 

【実験】 図１に実験プロセスを示す．Ａｌを酸性電解液中で陽極酸化することにより，高規則性ポーラス

アルミナを形成した．この表面に，マイクロメータースケールの

レジストパターンを形成した．得られた試料をモールドとして光

インプリントを行うことで，階層構造の作製を行った． 

【結果および考察】 図２には，本プロセスで得られた試料の表

面及び断面ＳＥＭ像を示す．ポーラスアルミナの表面構造に対

応したナノピラーアレーが，マイクロメーターサイズにパターニ

ングされた構造が形成されている様子が観察できる．本手法に

よれば，ポーラスアルミナやレジストの構造を変化させることで，

得られる階層構造を任意に制御することが可能であった． 
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図１ 実験プロセス 
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図２ ポーラスアルミナを用いたナノインプリントプロセスにより形成されたピラーアレー 
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